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「インタラクティブなシステムのデザイン」  
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父親は技術者(日立製作所) 

ハンダ付け(→真空管ラジオ製作) 
アマチュア無線(一緒に受験) 
バイオリン(市民オケ)

第1期 : 〜小学校まで



第1期 : 〜小学校まで



母親は看護婦/助産婦 

引退後はボランティア 
・点訳奉仕 
・障害児施設奉仕 

第1期 : 〜小学校まで



第1期 : 〜小学校まで



第1期 : 〜小学校まで

小6



第1期 : 〜小学校まで

中1
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「音楽三昧」 
バンド、ソロ、指揮 
合唱曲作曲: 100曲以上 
鉄道写真/乗り鉄

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



中2

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



中2

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



「筒研」で筒井康隆を全て愛読 
「脱走と追跡のサンバ」 
「俗物図鑑」 
「家族八景」 

校内懸賞論文入選「超芸術試論」 
���(400字詰め原稿用紙50枚)��高3

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



「数学」「物理学」に憧れ 

特殊相対性理論をマスター 

大学教養課程の微積分の教科書

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



高3

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



高3

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



高3

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



高3

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

京大理学部入学 

・数学をやりたかったが1ヶ月で挫折 
・入学式までに7つのサークルに入部 
・加速器での素粒子実験 
・ひたすら音楽していた

1977



加速器での素粒子実験(卒業研究)



加速器での素粒子実験(卒業研究)



加速器での素粒子実験(卒業研究)



加速器での素粒子実験(卒業研究)



PDP-11 
(ミニコン)

加速器での素粒子実験(卒業研究)



H68 
(日立)

加速器での素粒子実験(卒業研究)



京大理学部 

・入学式までに7つのサークルに入部 
・ひたすら音楽していた

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

1回生 
(新歓)

1977



・独学で音楽理論を勉強 
���������(藝大の和声学の教科書) 

・合唱曲を100曲以上、作曲 
・音楽を聴くとコードネームが判る(採譜) 
・楽譜を黙読してその音楽が鳴る

第2期 : 中学校〜高校〜大学 



2回生の時に作曲した合唱曲が 
「学生作品募集」企画に入選して 
初めての海外へ(グアム/サイパン)

第2期 : 中学校〜高校〜大学 

1978



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

3回生 

1979



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

3回生 



第2期 : 中学校〜高校〜大学 3回生 



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

4回生 

1980



第2期 : 中学校〜高校〜大学 

4回生 



京大理学部 

・ひたすら音楽していた 

・4回生の夏に突然、就職を決意

第2期 : 中学校〜高校〜大学 

1980
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第3期 : 社会人(KAWAI)
1981



技術職の新人研修は11ヶ月 
・全てのピアノ工場(工程)を回る 
・最後に「電算処理」研修 

入社翌年3月に配属 
→「電気屋」(電子楽器研究部門)

第3期 : 社会人(KAWAI)
1981



第3期 : 社会人(KAWAI)

Tectronics 
4051



第3期 : 社会人(KAWAI)

IBM JX 



第3期 : 社会人(KAWAI)

NEC 
PC9801



第3期 : 社会人(KAWAI)

NEC 
PC9801N



配属後は先輩の手伝い(OJT)から 
�������������→ここで電子工学などをマスター 

・電子回路設計(digital/analog) 
・CPUソフトウェア開発(firmware) 
・カスタムLSI設計 
・電子楽器システム全体を開発

第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

中学生の時に 
自作していた



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

PT200 

          PM100

1985



第3期 : 社会人(KAWAI)

タッチレスポンスLSIを開発(富士通) 
音源 : アナログハイブリッドIC(日本電装) 
回路設計からCPUソフトまで全て開発

1985



第3期 : 社会人(KAWAI)

マル秘”音律設定モード”を密かに組み込む 

��・個人的に勉強して「音律」についてマスター 
��・ある一連の操作で55種類の音律を設定できる

1985



第3期 : 社会人(KAWAI)

ニューオーリンズ�NAMMショウ(全米楽器ショウ) 

ロサンゼルス�KAWAI Americaミーティング 
(出張)

1985



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)



→

→
富士通 
1.5μm



簡単な自己紹介 
KAWAI 
Sound Palette

1991



←

←
RICOH 
1.2μm



簡単な自己紹介 
KAWAI 
MS710

1992



第3期 : 社会人(KAWAI)

地域の合唱団(最大5つ:指揮者が4つ) 

社会人バンド(ライヴも) 

バークリー夏季セミナー修了



第3期 : 社会人(KAWAI)

学会(音楽情報科学研究会)に参加 

技術士(情報工学部門・電気電子部門) 

退社独立→ASL (Art & Science Laboratory)



第3期 : 社会人(KAWAI)

学会(音楽情報科学研究会)に参加 

技術士(情報工学部門・電気電子部門) 

退社独立→ASL (Art & Science Laboratory)



JMACS 
音楽情報科学研究会 

(任意団体) 

第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)
1987



第3期 : 社会人(KAWAI)
1988



第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)
1989



第3期 : 社会人(KAWAI)



1989
初の学会発表(企業内エンジニアでは珍しい) 

「音楽研究と電子楽器の相性について」 

1989年7月23日『音楽情報科学研究会・ 

夏のシンポジウム』（浜松）

第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

1990



第3期 : 社会人(KAWAI)



1990
「音群技法作品演奏支援システムの動作について」 

1990年9月2日『音楽情報科学研究会・夏のシンポジウム』（立教大学）  

「Computer World及びVercoe氏Lecture報告」 

1990年12月22日『音楽情報科学研究会』（東京） 

  

(これ以降の学会発表は省略)

第3期 : 社会人(KAWAI)



1991
音楽情報科学研究会で知り合った現代音楽の 

作曲家(中村滋延氏)の新作のシステムを開発 

→ICMC1991モントリオール(カナダ)に入選、
エンジニアとして同行(出張)

第3期 : 社会人(KAWAI)



1991
現代音楽の作曲家(中村滋延氏)との交流から 

多くの現代音楽作品に触れる 

→現代音楽について「悟り」の境地に到達 

現代音楽の醍醐味は予測不可能性にあり

第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

学会(音楽情報科学研究会)に参加 

技術士(情報工学部門・電気電子部門) 

退社独立→ASL (Art & Science Laboratory)



第3期 : 社会人(KAWAI)

「技術士」とは・・・ 

文部科学省(当時は科学技術庁)管轄 

日本政府が認定するエンジニア最高資格 

Professional Engineer authorized by Japanese Government



第3期 : 社会人(KAWAI)

「技術士」とは・・・



第3期 : 社会人(KAWAI)

「技術士」試験 

専門とする技術分野に関する「計画、研究、 設計、分析、

試験、評価、指導」の能力を認定する試験 

・受験資格 : 実務経験7年以上 

・会社(社長印)の実務経験証明が必要 
     (会社にバレずにコッソリ受験できない)



第3期 : 社会人(KAWAI)

「技術士」試験 - ひたすら鉛筆で書き続ける 

午前 : 3時間 4000字の論文執筆(必須) 

午後 : 4時間 計8000字の記述問題(専門分野) 

受験者の多くは企業を定年になった60歳ぐらいの人で 

毎年受験し続けている常連も多かった



第3期 : 社会人(KAWAI)

技術士(情報工学部門) 合格

1991

33歳



1991
第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

技術士(電気電子部門) 合格

1992

34歳



第3期 : 社会人(KAWAI)
1992



第3期 : 社会人(KAWAI)
1992



1992

ICMC1992サンノゼ(米国)にて研究発表(出張) 

→帰国後に辞表提出、退社独立へ

第3期 : 社会人(KAWAI)



第3期 : 社会人(KAWAI)

1993



第3期 : 社会人(KAWAI)



簡単な自己紹介 

第1期 : 〜小学校まで 
第2期 : 中学校〜高校〜大学 
第3期 : 社会人(KAWAI) 
第4期 : 独立(技術士)、非常勤/作曲家 
第5期 : SUAC教員〜 
第6期 : 〜Ph.D、定年(いまここ)



簡単な自己紹介 
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SGI 
Indy



PowerBook 
145B



PowerBook 
2400



iMac



PowerBook 
G3



PowerBook 
G4







1993



1993

ICMC1993(Tokyo)実行委員 

・京都芸術短大(北白川) 非常勤講師 

・イメージ情報科学研究所(千里中央) 非常勤研究員 

・神戸山手女子短大(神戸元町) 非常勤講師



1993





nagasm.org

1993



SIGMUS 
音楽情報科学研究会 

(情報処理学会の正式な研究会) 

1993



1993

三井造船研究所 

・船舶運転シミュレータの音源開発



1993



1993



1994



1994

京都市立芸術大学 

・音楽心理学実験システムの開発



1994

ソウル(韓国)のセミナー会社から 

日本国内での技術セミナー開催を依頼され 

3日間セミナーとして開催



1994



1994

ICMC1994参加�オーフス(デンマーク) 

(Nifty-Serve SubSysOp取材として)



1994



1995



1995



1995



1995



1995
ソウル(韓国)のセミナー会社から 

日本国内での技術セミナー開催を依頼され 

3日間セミナーとして開催 

セミナー参加の韓国企業からコンサルティングの 

依頼があり、2週間後に再びソウルへ



1995

ICMC1995研究発表参加�バンフ(カナダ) 

(イメージラボの出張)



1995



1995



1996



1996
浜松アクトシティ中ホール 

パイプオルガン浸水事故の 

事故鑑定



1996

ICCビエンナーレ1997の前林明次作品 

「Audible Distance」 

のシステム開発を依頼された 

→準グランプリ入選(1997) 

→翌年から2年間の常設展示(〜1999)



ICCビエンナーレの前林明次作品「Audible Distance」



ICCビエンナーレの前林明次作品「Audible Distance」



ICCビエンナーレの前林明次作品「Audible Distance」



ICCビエンナーレの前林明次作品「Audible Distance」



1996



1996



1997



1997



1997
JACOM(日本コンピュータ音楽協会)の 

ソウル公演に参加、レクチャー講演も(自費) 

ICMC1997参加�テッサロニキ(ギリシャ) 

(研究助成財団からの助成金)



1997



1997



1997



筋電センシング

1997
1998

2000



1998



1998



1998

ICMC1998研究発表参加�ミシガン(米国) 

(イメージラボの出張)



1998



1998



1998



1999



1999
ICMC1999研究発表参加�北京(中国) 

(イメージラボの出張)



1999





1999



Kyma



2000



2000年3月2000

SUAC開学 
(2000年4月)



2000



2000

開講専門科目



2000
ICMC2000ワークショップ講師�ベルリン(ドイツ) 

(SUACの出張)



2000

Workshop 

in Berlin



2000



2000

インターカレッジ 

(東京工科大)



2001



2001





2001



2001 笙ブレスセンサ



2001

パリ(フランス) ・ カッセル/ハンブルク(ドイツ) 

国際交流の演奏旅行 

尺八の大師範・箏の師匠・笙演奏家を団長として率いて 

「日本の伝統音楽とComputer Music」テーマで公演/講演 

(国際交流基金の支援)



2001

ポスターに名前が載っている





2001

インターカレッジ 

(慶応SFC)



2002



2002
シカゴ/ソルトレークシティ/リノ(米国) 

(SUAC受託研究) 

ニューヨーク(米国) 

(作曲家・東野珠実氏のサポートスタッフ)



2002
オペラに参加



2002





2002



2002



2002

ヤマハ「ネット音楽システム」 

(SUAC受託研究) 

→米国特許(筆頭発明者)



2002

インターカレッジ 

(くらしき作陽大)



2003



2003
NIME03公演参加 モントリオール(カナダ) 

(SUAC出張) 

ICMC2003研究発表参加�シンガポール  

(受託研究費) 

講演/視察�シカゴ/ソルトレークシティ/リノ(米国) 

(SUAC受託研究)



2003



2003

インターカレッジ 

(SUAC)



2004



2004





2004

Sabbatical(58日間) 

パリ(フランス)・アムステルダム(オランダ)・
リンツ(オーストリア) 

(SUAC出張)



インターカレッジ 

(九州大)



2005



2005
NIME2005研究発表参加�バンクーバー(カナダ) 

 (SUAC出張) 

ArsElectronicaリンツ(オーストリア) ・  

ICMC2005バルセロナ(スペイン) 

�(IPA「未踏」採択)



2005



2005



2005

インターカレッジ 

(IAMAS)



2006



2006
NIME2006研究発表参加�パリ(フランス) 

 (SUAC出張) 



2006



2006

インターカレッジ 

(京都精華大)



2007



2007
WOCMAT2007基調講演/公演�台北(台湾) 

 (受託研究費) 

NIME2007公演�ニューヨーク(米国) 

 (SUAC出張) 

コペンハーゲン(デンマーク) ・ ロンドン(英国) ・ リンツ/ウイーン
(オーストリア) 

 (受託研究費)



2007



2007

インターカレッジ 

(多摩美)



2008



2008
Sketching2008発表参加��プロビデンス(米国) 

 (SUAC出張)



2008



2009



2009
NIME2009発表参加�ピッツバーグ(米国) 

 (SUAC出張) 

Sketching2009発表参加�ロンドン(英国) 

 (受託研究費) 

ICEC2009チュートリアル講師�パリ(フランス) ・ 
ウイーン/リンツ(オーストリア) (受託研究費)



2009



2009



2009

インターカレッジ 

(国立音大)



2009 筋電ジャスチャ認識



2010



2010

NIME2010発表参加�シドニー(オーストラリア) 

 (SUAC出張) 

AraElectronica視察�リンツ(オーストリア) 

 (受託研究費)



2010



2010
Pioneer受託研究 「車酔い防止」



背景と過去の研究

「末端二酸化炭素濃度」と「車酔い」の先行研究

2010



実験路 : SUAC周辺の道路2010



実験路 : SUAC周辺の道路2010



実験路 : SUAC周辺の道路2010



実験路と加速度センサ値の対応2010



実験路と加速度センサ値の対応2010



実験路と加速度センサ値の対応2010



実験路と加速度センサ値の対応2010



実験路と加速度センサ値の対応
2010



第1段階の実験 - 加速度で音像を移動

被験者センサBOXと皮膚電気抵抗計測電極の接続

2010



第1段階の実験 - 加速度で音像を移動

二酸化炭素濃度センサ「CO2 Engine-K21 LO」とその特性

2010



第1段階の実験 - 加速度で音像を移動

ホルダーへの二酸化炭素濃度センサの取り付けとケーブルの接続

2010



第1段階の実験 - 加速度で音像を移動

実験結果データの一例

2010



第2段階の実験 - 先行して音像を移動

方向センサ

2010



実験結果データの一例

第2段階の実験 - 先行して音像を移動2010



500-800msecほど先行

第2段階の実験 - 先行して音像を移動2010



第3段階の実験 - 運転情報で音像移動

車速信号の取り出し

2010



第3段階の実験 - 運転情報で音像移動

ステアリングのセンサ取り付け

2010



実験パッチの画面例

第3段階の実験 - 運転情報で音像移動2010



実験結果データの一例

第3段階の実験 - 運転情報で音像移動2010



2010

Make Ogaki 
Meeting2010



2010

インターカレッジ 

(昭和音大)



2010
SYNC2010招待�エカテリンブルク(ロシア) 

・国際電子音響音楽コンクール審査員 

・レクチャー3日連続3件 

・ガラコンサート新作初演 

 (受託研究費)



2011



2011
NIME2011公演�オスロ(ノルウェー) 

 (SUAC出張) 

ICMC2011発表参加�ハッダーズフィールド(英国) 

 (受託研究費) 

ArsElectronica視察�リンツ(オーストリア) 

 (受託研究費)







2011

インターカレッジ 

(首都大学東京)



2012



2012
Sketching2012発表参加�ポートランド(米国) (出張) 

ICMC2012発表参加/ArsElectronica視察 
リンツ/ウイーン(オーストリア) ・ ブラチスラバ(スロバキア) ・ リュ
ブリャナ(スロベニア) ・ リエカ/オパティヤ(クロアチア) 

 (受託研究費)



2012

Make Ogaki 
Meeting2012



2012



2013



2013
Sketching2013発表参加��パロアルト(米国) 

 (出張) 

ISPS2013発表参加・他  ウイーン/リンツ(オーストリ
ア) ・ ブダペスト(ハンガリー) ・ プラハ(チェコ) 

 (受託研究費)



2014



2014
ArsElectronica視察+国際会議発表 

リンツ/ザルツブルク(オーストリア) ・ ヴァルナ/
ネセバル(ブルガリア) 

 (受託研究費)



2014
京都市立芸術大学�大学院�美術研究科 

博士後期課程�(メディアアート専攻) 

に社会人入学�(修士課程をスキップ) 

初めての「美学」「哲学」は新鮮 

�(3ヶ月で70冊を精読)



OMMF2014

2014



2014
ワークショップ 

「ハンダ付けの秘伝公開」 

（京都精華大）



2014
ワークショップ 

「電子工作入門」 

（京都市立芸大）



2014
「スケッチング」 

ワークショップ 

（SUAC）



2015



2015
Sketching2015発表参加��ツーソン(米国) 

 (出張) 

SI2015発表参加  シンガポール 

 (受託研究費)



2015
Sketching2015 

(アリゾナ)



2015
SI2015 

(シンガポール)



2015
Arduino 

ワークショップ 

（京都市立芸大）



2015
「スケッチング」 

ワークショップ 

（筑波大）



2015 �"MRTI2015" 



2015 �"MRTI2015" 



2016



2016
NIME2016発表参加�ブリズベン(オーストラリア)  

(受託研究費) 

Sabbatical2016 (37日間6カ国7都市) 
ブリュッセル(ベルギー) ・ ボルドー(フランス) ・ バルセロナ(スペ
イン) ・ ユトレヒト(オランダ) ・ エカテリンブルク/モスクワ(ロシ
ア) ・ ウイーン(オーストリア) 

 (出張)



2016
「スケッチング」 

ワークショップ2件 

（エカテリンブルク）



2016
2夜連続レクチャー 

（モスクワ)



2016
2夜連続レクチャー 

（モスクワ)



Ogaki Mini Maker 
Fair2016

2016



2016 新・筋電センサシステム「VPP-SUAC」 



2016 "VFB10"



2017
初めて海外出張が無かったので 

北海道北端ツアー9日間 

稚内・礼文島・利尻島 

 (自費)



2017

「スケッチング」 

ワークショップ 

（SUAC）



2017 "PAW-eight"



2017 "PAW-eight"



2018

VS-Games2018参加/ArsElectronica視察/
ICEC2018チュートリアル講演 

ヴュルツブルク(ドイツ) ・ リンツ(オーストリア) ・  

ブルノ(チェコ) ・ クラクフ/ポズナン(ポーランド) 

 (出張)



2018
ICEC2018チュートリアル講演



2018

「スケッチング」 

ワークショップ 

（SUAC）



2018
デモ/プレゼン 

「Maxサマースクール2018」 

（東京藝大）



Ogaki Mini Maker 
Fair2018

2018



2018 新・触覚センサシステム「PAW-double」 



2019
Sketching2019発表参加�デトロイト(米国) 

 (出張) 



2019

Sketching 

2019発表



2019

京都市立芸術大学�大学院�美術研究科 

博士後期課程 

修了�→�Ph.D  (計6年がかり)



2019

「スケッチング」 

ワークショップ 

（SUAC）



http://nagasm.org/Sketching/

2019



2020



2021
Ogaki Mini Maker 
Fair2021



2022
Ars Electronica招待講演�リンツ(オーストリア) ・ チェスケーブ
ジェヨヴィツェ(チェコ) 

 (出張) 



2023
 AM(Audio Mostly)2023作品採択�エディンバラ(英国) 

 (出張) 


